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論文審査の結果の要旨 

運動誘発電位（Motor-evoked potential: 以下 MEP）モニタリングは様々な要素によ

り波形そのものの解釈に難渋することが多い。申請者は従来の経頭蓋法（Transcranial 

MEP: TC-MEP）に代わり、経食道的に刺激する方法（Transesophageal MEP: 以下

TE-MEP）を開発し、TC-MEP に比較して低電圧で安定した波形が得られることを報告

した。今回、大動脈遮断で起こる虚血性脊髄障害の検出における TE-MEPのモニタリ

ングの有用性を TC-MEP との比較で観察した。全身麻酔下にイヌを 2群に分け、大動

脈内バルーン閉塞により作成された脊髄虚血モデルにおいて後肢および肛門括約筋

でMEPを記録した。虚血時間は TC-MEP消失後 10分、40分で行われ、麻酔覚醒後

24 および 48 時間で神経学的所見を観察した。その結果、①MEP が消失するまでの

時間は TE-MEP 群で有意に早く、②10 分間の虚血時間では神経学的合併症を呈さ

ず、また TE-MEP群で全例で回復が見られたが TC-MEPでは 3頭で回復しなかった

ことから神経機能をより正確に反映し、③40 分間の虚血後では対麻痺を発症するが、

うち痙性麻痺を呈した 1頭では TC-MEPでの波形は回復したが TE-MEPでは回復が

不十分だったことからTE-MEPは神経障害をより正確に予測できる可能性があることを

示した。 

審査委員会では TE-MEP モニタリングが高い安全性と安定性を有し、脊髄虚血の

モニタリングとして臨床的に高い将来性を有するものとして高く評価した。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評

価した。 
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